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はじめに	 

	 次世代永久磁石や情報記録媒体の向上には、高結晶磁気異方性(Ku)、高飽和磁化(Ms)を兼ね備

えた新材料の開発が必要不可欠である。T.Burkert1)、G.Andersson2)、Y.Kota、A.Sakuma3)らの第

一原理計算によれば、FexCo1-xにおける Co の組成が 0.5-0.6、軸比(c/a)が 1.2-1.25 の値を取っ

たとき 107
	 erg/cm

3をはるかに超える Kuを誘起することができると予想される。また、[FeCo/Pt]

多層膜において、c/a=1.2-1.3 の大きな歪みが生じ、一軸磁気異方性が発現されるとの実験結果

が報告されている 2)。本研究では先行研究の結果を検証するとともに、発現する磁気異方性を定

量的に評価することを目的とする。	 

実験方法	 

	 成膜には超高真空多元スパッタ装置(到達真空度 1-3×10-7	 Pa)を用いた。MgO(001)単結晶基板

を 600	 ℃で加熱し、1 時間保持した。次に、基板温度を 330	 ℃に下げバッファー層として IrMn、

Pt の順に成膜した。その後、基板温度を 200	 ℃に保持し、FeCo

と Pt を交互に 20 層成膜した。磁気特性評価には振動試料型

磁力計(VSM),構造評価には X 線回折装置(XRD)を用いた。	 

実験結果	 

	 FeCo と Pt のミスフィットから c/a の値は数％増加してい

ると考えられる。しかし、XRD 測定から out	 of	 plane、in-plane

ともに FeCo ピークは観測することができず歪みの算出は困

難であった。ただし、別途報告する同様の成膜条件で作製し

た Ptバッファー層上の FeCo単層膜での c/aの増加は 10％以

下であった。Fig.	 1(a)、(b)、(c)は FeCo の膜厚を変化させ

た VSM の測定結果である。FeCo の膜厚が 0.84	 nm(6	 ML)のと

き磁化曲線は面内方向を向いているが、0.56	 nm(4	 ML)を境に

磁化曲線が等方的になっている。このことから、FeCo の膜厚

が薄ければ垂直磁気異方性が増大していると考えられる。ま

た、本報告では FeCo の組成依存性、多層膜における Pt 膜厚

依存性、成膜温度依存性、ガス圧依存性など実験も行ってお

り、詳細は当日発表する予定である。	 
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Fig. 1M-H curves of 
(a) [FeCo(0.84 nm)/Pt(3.12 nm)]20 
(b) [FeCo(0.56 nm)/Pt(3.12 nm)]20 
(c)  [FeCo(0.28 nm)/Pt(3.12 nm)]20 
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